
                                                                      

中学校数学 主な成果（○）と課題（▲） 全国差：全国平均正答率との差  三郷市教育委員会 

数 学 

【全体の結果（正答数分布グラフ等からの分析）】 

▲平均正答率は、５６．０％である。 

▲全国と正答数を比較すると、その差は－０．６問であり、全国よりやや下回る。 

平均正答数：全国（９．６問／１６問）三郷市（９．０問／１６問） 

▲全国と正答率を比較すると、その差は－３．８％であり、全国を下回る。 

平均正答率：全国（５９．８％） 三郷市（５６．０％） 

【領域別、評価の観点別結果】 

▲学習指導要領の領域｢数と式｣は全国差－５．４％、｢図形｣は全国差－３．７％、｢関数｣は全国差－１．

７％、｢資料の活用｣は全国差－１．６％とすべての領域において、全国平均を下回る。 

▲評価の観点｢数学的な見方考え方｣は全国差－２．９％、｢数学的な技能｣は全国差－３．３％、「数量や 

図形などについての知識・理解」は全国差－２．４％とすべての観点において、全国平均を下回る。 

【設問別結果（平均正答率、無解答率からの分析）】 

○８（１）｢読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表から、読んだ本の冊数の最頻値を求める問題｣（資

料を整理した表から最頻値を読み取ることができる）では、全国差＋０．７％である。 

▲７（３）｢四角形 ABCD がどのような四角形であれば、AF=CE になるか説明する問題｣（結論がなり

たつための前提を考え、新たな事柄を見いだし、説明することができる）では、全国差－５．３％で

ある。 

 

【今後の方策例】 「ＡＦ＝ＣＥが成り立つ四角形の特徴を見いだす授業展開例」 

Ｈ３１（Ｒ１）年度授業アイディア例（国立教育政策研究所教育課程研究センター）より 
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証明に用いた前提や証明の根拠，結論を整理するなどして証明を振り返って統合的・発展的に考え，新た

な事柄を見いだし，説明できるようにすることが大切です。 

そこで，本授業アイディア例では，正方形を他の四角形に変えたとき，反例を用いて命題が常に成り立つ

とは限らないことを示したり，ある事柄についての結論が成り立つ場合と成り立たない場合を比較したりす

る活動を通して，類似な事柄の間に共通する性質について考え，見いだした性質を基に事柄を説明すること

ができるようにする指導事例を紹介します。 

 事柄が常に成り立

つとは限らないこと

を示すために，反例を

あげて確認する場面

を設定することが大

切です。 

 類似な事柄の間に

共通する性質を見い

だすために，ある事柄

が成り立つ場合と成

り立たない場合を比

較する活動を通して，

その結論が成り立つ

ための条件は何かを

考え，見いだした性質

を基に事柄を説明す

る場面を設定するこ

とが大切です。 



 


